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■表紙の写真説明

５月号　目 次

　４月15日、鶴田小学校ＰＴＡ主催

による歓迎会が行われました。

　町外から来られた２人の先生を地

元産「たけのこの姿煮」でもてなし

ました。

　先生方も初めての歓迎料理にびっ

くり！どうやって食べてよいか分か

らず、皮をむいてそのまま「パク

リ」。肝心のお味の方は？「中まで

染みておいしい」と好評でした。

さつまの味はいかが？

－鶴田小学校ＰＴＡ歓迎会－

02　町民課窓口に自動発券機設置

06　まちのニュース 

05　九州電力㈱に申入れ 

04　財政事情の公表

12　我が校の特色ある教育活動

10　集落営農の取り組み

11　平成23年度介護保険料

13　川内川激特・
　　鶴田ダム再開発速報

14　行政相談委員の紹介
　　行政相談所の開設

15　不正大麻・けし撲滅運動

16　東日本大震災で避難されている
　　皆様へお願い
　　さつまエコアクションだより⑩

21　がんばれ認定農業者

22　農産加工グループの紹介

17　くらしの情報

24　人・夢
　　休日在宅医・薬局

23　誕生・おくやみ
　　１歳で～す
　　保健師だより

２広報さつま３ 広報さつま

必
要
な
書
類
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
ま
す

自
動
発
券
機
の
「
赤
い
ボ
タ

ン
」
を
押
し
、
整
理
番
号
が

書
か
れ
た
整
理
券
を
取
り
ま

す

現
在
対
応
中
の
整
理
番
号
が

表
示
板
に
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
し
ば
ら
く
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

自
分
の
整
理
券
の
番
号
が
呼

ば
れ
た
ら
窓
口
に
行
き
ま
す
。

申
請
書
を
係
の
職
員
に
渡
し

て
、
必
要
な
書
類
を
受
け
取

り
ま
す
。

⇒

⇒
⇒

⇒

　
町
で
は
本
庁
舎
の
町
民
課
窓

口
に
金
融
機
関
な
ど
で
導
入
さ

れ
て
い
る
「
自
動
発
券
機
」
を

４
月
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
「
先
に
来
て
待
っ

て
い
る
の
に
割
り
込
み
が
あ
っ

た
」
「
待
っ
て
い
る
順
番
が
分

か
ら
ず
に
立
っ
た
ま
ま
だ
っ

た
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

「
以
前
は
係
の
人
に
自
分
の
こ

と
に
気
付
い
て
も
ら
っ
て
い
る

か
不
安
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
安
心
で
す
」
「
待
ち
人
数
が

わ
か
る
」
な
ど
の
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
４
月
15
日
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
に
４
月
か
ら

町
で
対
応
し
て
い
る
「
パ
ス

ポ
ー
ト
申
請
・
交
付
業
務
」

で
本
町
第
１
号
の
交
付
が
あ

り
ま
し
た
。

　
第
１
号
は
田
原
の
中
間
和

也
さ
ん
で
、
仕
事
の
関
係
で

申
請
さ
れ
交
付
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
第
１
号
を
記
念
し
て
、
日
髙
町
長
か

ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
る
中
間

さ
ん

▲

１

今回導入された自動発券機

パ
ス
ポ
ー
ト

　
　
第
１
号
を
交
付

２

３

４

５



４広報さつま５ 広報さつま

●歳入
　収入済額　126億9,882万3千円
　収入率　　87.0％

●歳出
　支出済額　134億478万円7千円
　支出率　　91.8％

町　税

地方交付税

分担金・負担金

国庫支出金

使用料・手数料

諸収入

町　債

県支出金

その他

総務費

民生費

衛生費

農林水産費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

災害復旧費

17億5,246万円

20億8,500万円

68億1,766万円
1億5,482万円
1億5,434万円

2億2,567万円
2億1,985万円

13億2,668万円

7億8,744万円

12億1,122万円
6億3,912万円

5億6,108万円

6億1,811万円

14億504万円

14億3,433万円

14億7,295万円
0円

31億3,651万円
26億9,902万円

33億7,678万円

32億8,820万円

8億2,727万円
7億4,234万円

9億8,239万円

7億8,070万円

1億2,714万円

1億2,338万円

11億7,503万円

9億6,399万円

5億4,776万円

5億938万円

11億4,041万円

10億5,869万円

2億3,162万円

2億7,198万円

28億8,597万円

28億8,186万円

議会費ほか 1億2,787万円
1億2,561万円

予算額

収入済額

予算額

支出済額

10億0億 20億 30億 40億 50億 60億 70億 10億0億 20億 30億 40億 50億

※その他は，地方譲与税，地方消費税交付金，財産収入，繰入金などです。

■町税負担額

１人当たり　

１世帯当たり

１人当たり　

１世帯当たり

177,303円

■町の借入金残高

752,064円

1,815,105円

73,463円

23,855人

9,884世帯

179億4,050万円

一般会計予算総額　１４５億９，９１０万４千円　～町民１人当たり６１万２千円～

特　別　会　計 予　算　額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国 民 健 康 保 険 事 業

老 人 保 健 医 療

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険 事 業

介 護 サ ー ビ ス 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

33億3,375万円

　1,702万円

3億288万円

27億9,587万円

2,320万円

4,601万円

28億3,418万円

1,711万円

2億9,059万円

26億3,954万円

2,210万円

4,812万円

85.0%

100.5%

95.9%

94.4%

93.6%

104.6%

30億9,987万円

1,669万円

2億9,122万円

25億2,529万円

2,255万円

4,074万円

93.0%

98.1%

96.2%

90.3%

95.6%

88.5%

　平成２２年度の当初予算は、１２８億４，０００万円でスタートしましたが、総務費、農林水産業費

費及び商工費等を中心に、１７億５，９１０万４千円を増額し、最終的には１４５億９，９１０万４千

円になりました。

　平成２２年度後半は、平成２１年度に措置さ
れた国の経済対策「地域活性化・きめ細かな臨
時交付金」を活用し、公共工事を前倒して、学
校施設や社会体育施設の整備等を図りながら、
景気回復に向けた取り組みを進めてきました。
　また、２２年度国の１次補正による「地域活
性化交付金事業」においては、公共施設の改修
事業や図書館施設の整備について予算計上を行
いましたが、２３年度へ繰り越されています。

　最終予算額１４５億９，９１０万４千円に対し、３月
末現在での収入済額は、１２６億９，８８２万３千円
（収入率87.0％）、支出済額は、１３４億４７８万７千
円（支出率91.8％）となっています。
　予算執行の内容については、歳入の国・県支出金や町
債（借入金）、歳出の農林水産業費や土木費の執行率が
低くなっていますが、これは４～５月の出納整理期間に
収入や支出が集中するためです。
　なお、具体的な執行状況は、次の表のとおりです。

町民１人、１世帯当たり

に換算すると

※人口・世帯数は４月１日

　現在の推計数値

64億3,216万円

　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ

り
、
東
北
地
方
を
中
心
に
か
つ
て

な
い
ほ
ど
の
大
き
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
ま
た
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
周
辺
で
は
、
放
射
性

物
質
が
放
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

多
数
の
方
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
町
は
、
川
内
原
子
力
発
電
所

か
ら
20
㎞
圏
内
に
一
部
地
域
が
含

ま
れ
、
福
島
原
子
力
発
電
所
で
自

主
避
難
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
30
㎞

圏
内
に
は
、
本
町
内
の
７
割
強
の

町
民
が
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
川
内
原
子
力
発
電
所
に
お
い
て
、

同
様
の
事
故
が
発
生
す
る
と
、
町

内
に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し

て
九
州
電
力
株
式
会
社
に
対
し
、

３
月
31
日
に
次
の
４
項
目
に
つ
い

て
申
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

①
川
内
原
子
力
発
電
所
に
お
い
て
、

今
回
の
事
故
を
踏
ま
え
早
急
に
津

波
対
策
や
電
源
確
保
等
の
万
全
の

安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

②
国
に
お
い
て
、
原
子
力
発
電
所

の
抜
本
的
な
安
全
対
策
の
見
直
し

が
な
さ
れ
、
原
発
の
安
全
性
が
確

保
さ
れ
る
ま
で
、
川
内
原
子
力
発

電
所
３
号
機
の
増
設
計
画
を
凍
結

す
る
こ
と
。

③
町
内
に
環
境
放
射
線
調
査
の
た

め
の
機
器
を
設
置
し
、
監
視
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
。

④
住
民
の
不
安
解
消
の
た
め
川
内

原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
積
極
的
に
情
報
公
開
し
、
町

民
に
対
し
適
切
で
わ
か
り
や
す
い

説
明
を
行
う
こ
と
。

　
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事

故
を
受
け
、
九
州
電
力
㈱
か
ら
町

に
対
し
、
安
全
対
策
の
実
施
状
況

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
九
州
電
力
で
は

経
済
産
業
大
臣
の
指
示
を
受
け
、

川
内
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
緊

急
安
全
対
策
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
次
の
緊
急
安
全
対
策
を
実
施

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

①
高
圧
発
電
機
車
の
配
備

中
央
制
御
室
の
監
視
機
能
維
持
等

の
た
め
、
高
圧
発
電
機
車
２
台

（
５
０
０
Ｋ
Ｖ
Ａ
／
１
台
）
及
び

ケ
ー
ブ
ル
を
配
備
。
手
順
書
策
定

及
び
訓
練
実
施
。

②
給
水
源
の
確
保

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に

よ
る
冷
却
を
継
続
す
る
た
め
、
他

の
水
源
か
ら
水
補
給
を
行
う
仮
設

ポ
ン
プ
及
び
ホ
ー
ス
配
備
。
手
順

書
策
定
及
び
訓
練
実
施
。

③
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機

能
確
保

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
を
行

う
た
め
、
同
ピ
ッ
ト
へ
水
を
供
給

で
き
る
仮
設
ポ
ン
プ
及
び
ホ
ー
ス

配
備
。
手
順
書
策
定
及
び
訓
練
実

施
。

①
か
ら
③
ま
で
の
対
策
の
ほ
か
、

緊
急
時
対
応
の
た
め
機
器
及
び
設

備
の
点
検
を
行
い
、
異
常
が
な
い

こ
と
を
確
認
。
更
に
信
頼
性
向
上

の
た
め
、
今
後
以
下
の
対
策
を
進

め
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

①
移
動
式
大
容
量
発
電
機
の
配
備

②
海
水
ポ
ン
プ
等
の
予
備
品
確
保

③
重
要
機
器
エ
リ
ア
の
防
水
対
策

④
水
源
の
信
頼
性
向
上
対
策

財政事情の公表 ｢人々が織りなす元気で快適な活力あるまち｣を目指して

平成22年度の最終予算規模は,１４５億９，９１０万４千円（前年度対比2.4％減）
平成22年度下半期（10月から３月）までの一般会計等の財政状況をお知らせします。

◆主な事務事業◆主な事務事業 ◆予算の執行状況◆予算の執行状況

◆特別会計予算の執行状況

川
内
原
発
３
号
機
増
設
計
画
凍
結
の
申
入
書
提
出

川
内
原
発
３
号
機
増
設
計
画
凍
結
の
申
入
書
提
出

　
町
で
は
、
平
成
９
年
３
月
と

５
月
の
鹿
児
島
県
北
西
部
地
震

や
平
成
18
年
７
月
の
鹿
児
島
県

北
部
豪
雨
災
害
を
教
訓
と
し
て
、

防
災
関
係
機
関
が
相
互
に
緊
密

な
連
携
を
図
り
な
が
ら
情
報
収

集
・
伝
達
、
救
出
、
救
護
、
避

難
誘
導
な
ど
の
対
応
が
、
迅
速

か
つ
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
防

災
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　
災
害
時
に
は
、
「
自
助
」

「
共
助
」
「
公
助
」
が
つ
な
が

る
こ
と
で
地
域
の
安
全
・
安
心

が
図
ら
れ
る
観
点
か
ら
、
自
主

防
災
組
織
の
結
成
、
活
動
の
促

進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
町
内
一
斉
防
災
訓

練
と
防
災
点
検
を
５
月
22
日

（
日
）
に
実
施
し
ま
す
。
防
災

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
防
災

へ
の
対
応
を
図
る
た
め
、
今
年

も
自
主
防
災
組
織
（
公
民
会
）

単
位
で
の
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
別
の
日
程
で
実
施
さ
れ
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
）

５
月
22
日
（
日
）
は

　
町
内
一
斉
防
災
訓
練
・

　
　
　
　
　
防
災
点
検
の
日
で
す

九
州
電
力
の
対
応

申
入
事
項



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

６広報さつま７ 広報さつま

「
か
ぐ
や
姫
」
お
披
露
目

青
森
県
鶴
田
町
の

「
ね
ぶ
た
」
を
展
示

町
の
看
板
む
す
め
！

友
好
交
流
町
の

文
化
を
見
に
来
て

転
入
教
職
員
の
集
い

よ
う
こ
そ
先
生
！

　
町
観
光
協
会
が
３
月
に
選
出

し
た
さ
つ
ま
町
観
光
大
使
「
か

ぐ
や
姫
」
の
竹
山
詩
乃
さ
ん

（
宮
之
城
屋
地
在
住
）
と
稲
森

茜
さ
ん
（
山
崎
在
住
）
が
４
月

１３
日
に
日
髙
町
長
を
訪
問
「
さ

つ
ま
町
を
愛
す
る
気
持
ち
を
大

切
に
し
て
、
一
生
懸
命
Ｐ
Ｒ
し

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
受
け

ま
し
た
。

　
挨
拶
の
中
で
２
人
は
「
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
通
し
て
、
さ
つ
ま

町
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
（
竹
山
さ
ん
）
「
観

光
協
会
の
方
々
と
さ
つ
ま
町
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
（
稲

森
さ
ん
）
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
竹
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ラ
イ
ト

グ
リ
ー
ン
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
お

２
人
は
、
今
後
、
２
年
間
町
内

外
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
宣
伝

等
に
参
加
し
、
さ
つ
ま
町
の
魅

力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

「
泊
野
観
光
た
け
の
こ
園
」
が
開
園

「
き
ら
ら
の
里
」
へ
よ
う
こ
そ

　
３
月
２７
日
と
４
月
３
日
、
泊

野
観
光
た
け
の
こ
園
が
開
園
し

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

泊
野
地
区
活
性
化
委
員
会
と
泊

野
地
区
た
け
の
こ
生
産
振
興
会

の
主
催
で
行
わ
れ
、
今
年
で
１９

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
鹿
児
島
市
や
霧
島

市
な
ど
県
内
外
各
地
か
ら
、
約

１
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
林
業
集
会
場
で
説
明
を
受
け

た
後
、
各
竹
林
に
分
か
れ
て
地

元
の
介
添
人
の
指
導
を
も
ら
い

な
が
ら
、
不
慣
れ
な
ク
ワ
を
使

っ
て
た
け
の
こ
掘
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
東
京
都
か
ら
参
加
さ
れ
た
田

内
さ
ん
は
「
な
か
な
か
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
良
い

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
」
と
感

想
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
で
は
、
地
元
の
女
性
グ

ル
ー
プ
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た

刺
し
身
や
煮
し
め
、
味
噌
汁
な

ど
の
「
た
け
の
こ
づ
く
し
の
料

理
」
を
味
わ
い
な
が
ら
、
「
み

や
ん
じ
ょ
五
ッ
太
鼓
・
雲
母

流
」
の
演
奏
や
、
地
元
産
の

「
き
ら
ら
米
」
な
ど
が
当
た
る

抽
選
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
内
で
は
、
地
元

産
の
農
産
物
や
あ
く
ま
き
な
ど

の
物
販
や
餅
つ
き
、
味
噌
作
り

体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
地
元
の
住
民
と
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

　
４
月
１１
日
、
本
町
に
児
童
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
ク
オ
ラ

バ
ン
ビ
ー
ノ
」
が
開
所
し
ま
し

た
。

　
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
、

発
達
に
何
ら
か
の
遅
れ
が
見
ら

れ
る
子
ど
も
に
対
し
、
丁
寧
な

関
わ
り
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と

に
よ
り
、
遊
び
を
通
じ
て
日
常

生
活
に
お
け
る
基
本
的
な
動
作

や
集
団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
等

を
行
う
も
の
で
す
。

　
本
町
に
は
、
昨
年
度
ま
で
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
な

く
保
護
者
等
に
負
担
を
か
け
て

い
た
た
め
、
２
年
ほ
ど
前
に
社

会
福
祉
法
人
ク
オ
ラ
に
同
事
業

所
の
設
置
を
要
望
し
、
他
事
業

所
の
見
学
や
協
議
を
重
ね
、
本

年
４
月
か
ら
事
業
実
施
と
な
り

ま
し
た
。

　
開
所
式
に
は
、
ク
オ
ラ
理
事

長
や
日
髙
町
長
な
ど
関
係
者
の

皆
様
が
多
数
出
席
さ
れ
、
盛
大

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
１１
月
１３
日
に
友
好
交
流

協
定
を
締
結
し
た
青
森
県
鶴
田

町
か
ら
、
さ
つ
ま
町
誕
生
５
周

年
に
寄
贈
さ
れ
た
「
ね
ぶ
た
」

を
今
回
、
宮
之
城
伝
統
工
芸
セ

ン
タ
ー
に
展
示
し
ま
し
た
。

　
「
ね
ぶ
た
」
は
青
森
県
の
伝

統
文
化
で
、
幅
５
ｍ
、
高
さ
４

ｍ
と
迫
力
が
あ
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

統
計
功
績
者
表
彰

ク
オ
ラ

バ
ン
ビ
ー
ノ
開
所
式

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
に

国
鉄
宮
之
城
線
　
駅
跡
の
整
備

　
町
内
の
３
つ
の
駅
跡
が
、
鹿

児
島
県
が
実
施
す
る
昨
年
度
の

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
事

業
に
よ
り
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
駅
跡
の
整
備
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

・
薩
摩
山
崎
駅
跡

（
休
憩
場
、
説
明
板
、
舗
装
工
）

・
佐
志
駅
跡
（
説
明
板
）

・
薩
摩
湯
田
駅
跡
（
説
明
板
）

商
工
業
後
継
者
に
祝
金
贈
呈

　
３
月
３０
日
、
町
長
室
に
お
い

て
、
平
成
２２
年
度
商
工
業
後
継

者
祝
金
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
は
、
時
吉
地
区
で
工
務

店
を
営
む
中
囿
慶
志
郎
さ
ん
と

虎
居
地
区
で
防
災
設
備
会
社
を

営
む
平
松
幸
洋
さ
ん
の
お
二
人

が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
、
日
髙
町
長
か

ら
後
継
者
２
人
に
対
し
て
、
今

後
の
商
工
業
繁
栄
に
期
待
を
こ

め
た
、
激
励
の
こ
と
ば
の
あ
と
、

お
二
人
が
今
後
の
抱
負
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
商
工
業
後
継
者
祝
金
は
、

親
兄
弟
又
は
姉
妹
が
営
む
商
工

業
を
引
き
継
い
で
経
営
を
さ
れ

た
、
５５
歳
未
満
の
商
工
会
員
の

方
に
対
し
て
祝
金
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

厚生労働大臣表彰を受けられた吉井さん

関係者によるテープカット

整備された薩摩山崎駅跡

後継者の中囿さん（左から２人目）平松さん（左から３人目）

か
ぐ
や
姫
に
委
嘱
さ
れ
た
竹
山
詩
乃
さ
ん
（
右
）
と
稲
森
茜
さ
ん
（
左
）

▲

掘
り
上
げ
た
、
た
け
の
こ
を
手
に
す
る
参
加
者

▲

宮
之
城
伝
統
工
芸
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
展
示
し
て
あ
る
「
ね
ぶ
た
」

▲

　
４
月
８
日
、
本
町
の
小
・
中

学
校
に
新
し
く
赴
任
さ
れ
た
５３

人
の
先
生
方
を
迎
え
、
転
入
教

職
員
歓
迎
会
と
宣
誓
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
歓
迎
会
で
は
、
日
髙
町
長
と

大
園
教
育
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
地
元
特
産
の
お
茶
で
乾

杯
し
、
旬
の
た
け
の
こ
な
ど
、

郷
土
の
素
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

っ
た
料
理
で
会
食
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
会
食
の
合
間
に
は
、
転

入
さ
れ
た
方
々
の
自
己
紹
介
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
宣
誓
式
で
は
、
盈
進
小
学
校

の
永
田
日
和
教
諭
と
流
水
小
学

校
の
八
牟
　
光
也
事
務
主
幹
が

宣
誓
書
を
読
み
上
げ
、
東
教
育

長
の
激
励
の
も
と
、
さ
つ
ま
町

教
職
員
と
し
て
の
決
意
を
新
た

に
さ
れ
ま
し
た
。

宣誓書を読み上げる永田教諭と八牟　事務主幹

　
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
の

指
導
員
・
調
査
員
等
に
御
尽
力

い
た
だ
い
た
方
々
が
次
の
と
お

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
　
吉
井
　
也

■
経
済
産
業
省

　
経
済
産
業
政
策
局

　
調
査
統
計
部
長
感
謝
状

　
　
吉
井
　
也

　
　
尾
付
野
円
代

■
鹿
児
島
県
統
計
協
会
長
表
彰

　
　
福
島
末
男

　
　
新
森
一
敎

　
　
杉
田
和
豊

　
　
四
位
厚
子

　
　
四
位
良
和

　
　
（
統
計
関
係
職
員
）
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「
青
年
団
」
復
活
！

ア
ユ
の
稚
魚
放
流

大
き
く
育
て
！

　
３
月
２６
日
に
「
さ
つ
ま
町
青

年
団
設
立
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、

福
島
英
之
団
長
を
中
心
に
志
を

持
っ
た
６
人
で
さ
つ
ま
町
青
年

団
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
青
年
団
は
合
併
前
、
旧
町
ご

と
に
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
に
解
散
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
回
「
さ
つ
ま
町
の
た

め
に
何
か
し
た
い
」
と
思
っ
た

人
を
集
め
、
そ
の
何
か
を
み
ん

な
で
考
え
て
青
年
団
活
動
と
し

て
実
際
に
行
動
に
移
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
福
島
団
長
は
「
初
年
度
は
、

２
か
月
に
１
回
程
度
の
活
動
を

計
画
し
て
い
ま
す
が
、
年
間
を

通
し
て
近
隣
市
町
の
青
年
団
の

活
動
に
も
参
加
し
て
、
様
々
な

人
達
と
交
流
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
団
員
に
つ
き

ま
し
て
は
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
、
さ
つ
ま
町
が
好
き
な
方

も
し
く
は
気
持
ち
が
若
い
方
一

緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
」
と
抱

負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

さ
つ
ま
の
良
い
所
を
感
じ
て

　
４
月
８
日
、
本
町
を
流
れ
る

川
内
川
本
流
・
支
流
に
お
い
て

川
内
川
漁
業
協
同
組
合
（
代
表

理
事
組
合
長
　
田
渕
政
春
氏
）

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
稚
ア
ユ

の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
体

長
５
～
７
㎝
の
稚
ア
ユ
を
川
内

川
本
流
・
穴
川
・
久
富
木
川
・

泊
野
川
へ
約
１
５
０
㎏
放
流
し

ま
し
た
。

　
放
流
さ
れ
た
稚
ア
ユ
は
元
気

に
泳
ぎ
回
り
、
６
月
１
日
の
ア

ユ
漁
解
禁
ま
で
に
大
き
く
成
長

す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
放
流
は
川
内
川
漁
業

協
同
組
合
が
毎
年
実
施
し
て
い

る
放
流
事
業
で
、
６
月
５
日

（
日
）
に
は
「
第
５
回
川
内
川

鮎
ま
つ
り
」
が
湯
田
地
区
の
河

川
広
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。

少
林
寺
拳
法
拳
士
が

　
交
通
安
全
を
Ｐ
Ｒ

交
通
安
全
は

　
み
ん
な
の
願
い

　
４
月
１７
日
、
国
道
２
６
７
号

線
の
船
木
に
お
い
て
少
林
寺
拳

法
の
拳
士
及
び
保
護
者
約
３０
人

で
、
さ
つ
ま
警
察
署
の
ご
協
力

を
頂
き
交
通
安
全
Ｐ
Ｒ
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
今
年
で
１７
回

目
を
数
え
ま
す
。
当
日
は
道
着

姿
の
子
ど
も
拳
士
達
が
大
人
と

一
緒
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
転
手

さ
ん
に
、
自
分
の
身
の
安
全
と

子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
心
配
り
、

安
全
運
転
、
飲
酒
運
転
撲
滅
を

チ
ラ
シ
で
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
３
月
２５
日
～
２７
日
の
２
泊
３

日
の
日
程
で
鹿
児
島
市
の
大
明

ケ
丘
小
学
校
５
・
６
年
生
児
童

６
人
が
本
町
の
農
家
に
ホ
ー
ム

ス
テ
ィ
を
し
て
農
作
業
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
垂
水
市
の
農
業
団

体
が
主
催
す
る
「
第
２２
回
こ
い

も
交
流
」
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
本
町
で
は
２
戸

の
農
家
が
受
入
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
は
、
ピ
ザ
づ

く
り
や
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ

ー
、
た
け
の
こ
掘
り
な
ど
を
体

験
し
ま
し
た
。

　
柏
原
地
区
の
南
原
武
博
さ
ん

宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
た
大
明

ケ
丘
小
学
校
５
年
生
の
尾
上
文

香
さ
ん
は
「
１
番
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
は
、
南
原
家
と
仲
よ
く

な
れ
た
こ
と
で
す
」
と
感
想
を

話
さ
れ
ま
し
た
。
　

多数の関係者の参加があった設立総会終了後記念撮影、前列左から６人が町青年団員

川内川漁協関係者による放流

ドライバーに交通安全を呼びかける子ども拳士達

山崎農場でピザづくりを体験する参加者

人
権
の
花
開
会
式

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　
日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
っ
た
と
き
、
何
よ
り
も
ま

ず
国
民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護

と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
が
強

く
求
め
ら
れ
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
を
基
調
と
し
た
日
本
国
憲

法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
、

昭
和
２３
年
に
、
ま
ず
政
令
に
基

づ
い
て
人
権
擁
護
制
度
が
設
け

ら
れ
、
翌
昭
和
２４
年
６
月
１
日

に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
会
は
、

人
権
擁
護
委
員
法
の
施
行
日
で

あ
る
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日

に
「
全
国
一
斉
特
設
人
権
相

談
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
に
お
い
て
も
、
県
内
の
各

市
町
村
で
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
℡
（
２２
）
２
３
０
０

■
特
設
人
権
相
談
日

　
日
時
　
６
月
１
日
（
水
）

　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

　
場
所

　
太
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
鶴
田
中
央
公
民
館

　
薩
摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
３
か
所
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
）

　※
人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村

長
か
ら
推
薦
さ
れ
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
た
民
間
の
方
々

で
す
。

　
現
在
、
鹿
児
島
県
内
に
は
２

５
７
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
配

置
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
啓
発

活
動
を
行
っ
た
り
、
人
権
相
談

を
受
け
る
な
ど
の
積
極
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
１８
日
、
川
内
法
務
局
長

を
迎
え
て
人
権
の
花
の
開
会
式

が
紫
尾
小
学
校
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
開
会
式
の
な
か
で
「
人
権
の

花
ひ
ま
わ
り
を
植
栽
し
て
学
校

い
っ
ぱ
い
に
人
権
の
花
を
咲
か

せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
人
権

の
花
を
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て

み
な
さ
ん
の
心
の
中
に
も
人
権

の
花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
川
内
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

長
よ
り
栽
培
用
具
一
式
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
大
き
く
育
つ
ひ

ま
わ
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

道の駅つるた鶴の里あるじゃ

紫尾小学校児童にあいさつする川内法務局長

青森県鶴田町「道の駅 つるた 鶴の里あるじゃ」への出品者を募集します

　青森県鶴田町と旧鶴田町は、全国に二つしかない同じ町名の縁で、平成９年８月６日姉妹都市盟約を

結び、教育・文化・経済など幅広い分野で交流を深めてきました。

　昨年１１月１３日には、新たにさつま町として友好交流協定を締結し、さつま町５周年記念における

ねぶた運行などの交流を展開しています。

　このたび青森県鶴田町の「道の駅つるた鶴の里あるじゃ」が１０周年を迎え、本年６月１８・１９日

に行われる１０周年記念イベントで、さつま町の産物を販売していただくこととなりました。

　つきましては、マダム・ボー研究所　代表　渡辺千佳子さんを講師に招き、６次産業化に係る講演会

と併せて、出品希望者への説明会を開催しますので、興味のある方はお越しください。

【講演会・出品者説明会】

　■講演会：平成２３年５月１３日（金）１３時３０分～

　■説明会：講演会終了後　１５時～（予定）

　■場　所：さつま町役場　東別館３階会議室

　●出品対象者：町内に在住の個人・事業所

　●出　品　物：農林水産物，加工品　等

　●そ　の　他：詳細については、説明会の際にお知らせします。

　■お問い合わせ先：役場 企画課 企画係（内線２２２２）

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
別
人
権
相
談
開
催

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
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「
か
い
や
ば
い
の
環
境
と
生
活

を
守
っ
て
く
れ
る
　
仮
屋
原
型

集
落
営
農
を
目
指
す
い
が
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
３
月
２７
日
、

佐
志
地
区
の
仮
屋
原
公
民
会
で

農
用
地
利
用
改
善
組
合
の
設
立

総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
公
民
会
は
集
落
営
農
を
模

索
す
る
中
、
２１
年
度
に
集
落
内

の
機
械
利
用
に
よ
る
水
稲
の
共

同
防
除
、
２２
年
度
は
共
同
防
除

と
ヘ
リ
防
除
委
託
を
組
合
わ
せ

た
共
同
営
農
に
取
組
み
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
集
落
営
農
検
討
委

員
会
を
経
て
推
進
委
員
会
を
設

置
、
月
一
回
の
話
し
合
い
活
動
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
研
修
視
察
、

学
習
会
及
び
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
を

行
っ
た
結
果
、
将
来
の
仮
屋
原

の
農
業
を
守
り
集
落
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
集
落
営
農
が
必

要
と
の
合
意
が
あ
り
組
合
の
設

立
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
同
組
合
は
、
集
落
内
農
地
の

効
率
的
・
総
合
的
利
用
の
た
め

に
、
農
地
の
権
利
者
が
組
織
し
、

作
付
地
の
集
団
化
・
農
作
業
の

効
率
化
・
農
地
の
利
用
改
善
等

の
規
程
を
定
め
、
直
接
営
農
は

せ
ず
農
地
の
利
用
に
関
す
る
調

整
役
が
主
な
活
動
で
す
。

　
今
後
、
集
落
内
の
営
農
体
制

が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
規

程
に
農
作
業
受
託
組
織
や
営
農

関
係
の
方
針
を
定
め
、
２３
年
度

は
具
体
的
な
話
し
合
い
と
営
農

が
進
め
ら
れ
る
計
画
で
す
。
構

想
と
し
て
は
、
水
稲
共
同
播

種
・
防
除
、
米
に
代
わ
る
作
物
、

稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
等
へ
の
取
組
み
が
描

か
れ
て
い
る
の
で
、
集
落
営
農

の
根
幹
で
あ
る
話
し
合
い
と
合

議
制
に
よ
る
活
動
で
、
集
落
営

農
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
が

図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
４
月
１６
日
、
中
津
川
地
区
の

別
野
公
民
会
で
、
農
作
業
受
託

組
合
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、

農
家
の
要
望
に
対
し
、
農
作
業

を
受
託
し
、
地
域
農
業
振
興
及

び
集
落
営
農
の
推
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
組
合
員

１３
名
の
組
織
・
体
制
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　
組
合
設
立
の
き
っ
か
け
は
、

公
民
会
員
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
農
業
の
衰

退
、
集
落
の
維
持
に
つ
い
て
懸

念
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
農

業
関
係
者
を
中
心
に
、
２２
年
４

月
に
集
落
営
農
検
討
委
員
会
を

組
織
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

検
討
委
員
会
で
公
民
会
の
１０

年
・
１５
年
後
の
子
供
数
を
推
定

し
た
と
き
に
、
そ
の
減
少
数
に

全
員
が
驚
愕
さ
れ
、
あ
ら
た
め

て
集
落
営
農
の
必
要
性
が
認
識

さ
れ
現
実
性
の
高
い
取
組
み
と

な
り
ま
し
た
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、
月
一
回

の
話
し
合
い
活
動
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
学
習
会
、
研
修
視
察
、

ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
が
行
わ
れ
、

一
年
一
ヶ
月
の
努
力
が
実
り
ま

し
た
。

　
総
会
で
は
、
役
員
の
選
出
、

規
約
、
事
業
計
画
及
び
農
作
業

標
準
賃
金
等
が
承
認
さ
れ
、
農

作
業
の
実
施
に
つ
い
て
、
当
初

は
既
存
の
機
械
を
利
用
し
更
新

時
に
組
合
所
有
と
し
て
補
助
事

業
等
の
導
入
を
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
同
組
合
が
位
置
す
る

地
区
は
採
種
圃
場
が
あ
る
た
め

細
心
の
配
慮
と
対
策
を
講
ず
る

地
域
特
有
の
作
業
方
法
の
申
し

合
わ
せ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
公
民
会
の
課
題
を
住
民
み
ん

な
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
共
生
・
協
働
の
む
ら
づ
く
り

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
今
後
も

明
る
い
農
村
と
し
て
活
性
化
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
町
担
い
手
育
成
支
援
室
は
、

町
・
Ｊ
Ａ
・
県
が
役
場
の
同
フ

ロ
ア
で
、
集
落
営
農
を
含
む
地

域
農
業
の
担
い
手
の
確
保
と
育

成
の
た
め
、
一
体
と
な
っ
て
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

　
仮
屋
原
と
別
野
の
組
合
は
、

集
落
営
農
の
合
意
形
成
活
動
や

組
織
設
立
活
動
に
対
す
る
支
援

ソ
フ
ト
事
業
で
、
町
単
独
事
業

の
「
集
落
営
農
活
動
支
援
事

業
（
定
額
５
万
円
補
助
）
」
と

県
単
独
事
業
の
「
み
ん
な
で
取

り
組
む
地
域
営
農
推
進
事
業

（
１
／
２
補
助
で
限
度
額
１０
万

円
）
」
を
有
効
に
活
用
さ
れ
て

設
立
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
町
内
の
農
用
地
利
用

改
善
組
合
は
１４
組
織
、
農
作
業

受
託
組
合
は
２３
組
織
に
な
り
ま

し
た
。
集
落
営
農
に
関
し
て
初

歩
か
ら
支
援
し
ま
す
の
で
、
農

業
、
農
村
に
関
す
る
ど
ん
な
こ

と
で
も
結
構
で
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
担
い
手
育
成
支
援
室

　
内
線
２
４
２
６
・
２
４
２
７

仮
屋
原
農
用
地
利
用

　
　
　
改
善
組
合
発
足

別
野
農
作
業
受
託
組
合

話
し
合
い
活
動
や
組
織

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

真剣な議案審議（設立総会）

先進地研修（えびの市㈲ながえ村生産組合）

◇介護保険制度については，３年ごとに事業計画を見直し、介護サービスを提供するための財源

として必要な介護保険料が決定されます。

　また、介護保険料は、個人所得に応じてそれぞれ異なり、年金からの天引きや納付書によって

納めていただきます。

　平成２３年度の介護保険料は以下のとおりです。

負担段階 段階分けの条件 保険料率 年間納入保険料 22年度比較

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

（弾力化）

第４段階

第５段階

第６段階

生活保護の受給者及び老齢福祉年金の

受給者で世帯全員が住民税非課税の方

本人及び世帯全員が住民税非課税で，

合計所得額と課税年金収入額が８０万

円以下の方

本人及び世帯全員が住民税非課税で，

上記第２段階に非該当の方

課税世帯で，本人の合計所得金額と課

税年金収入額が８０万円以下の住民税

非課税の方

課税世帯で本人が上記弾力化段階に非

該当の方

本人が住民税課税で，合計所得金額が

２００万円未満の方

本人が住民税課税で，合計所得金額が

２００万円以上の方

基準額×０．５０ ２４，６００円 ４００円

基準額×０．５０ ２４，６００円 ４００円

基準額×０．７５ ３６，９００円 ５００円

基準額×０．８８ ４３，２００円 ５００円

基準額×１．２５ ６１，５００円 ９００円

基準額×１．５０ ７３，８００円 １,０００円

基　準　額 ４９，２００円 ７００円

　平成２３年度の保険料は、平成２１年度および２２年度の軽減措置がなくなり、基準額により算定されます。

　また、平成２１年度から２３年度は第４段階に「保険料の弾力化」という区分を設け，課税対象者と同居して

いる住民税非課税者に対して保険料負担の軽減をしています。

介護保険料に滞納があると介護サービスを受けるとき次のような制限を受けます。

◎１年以上滞納すると，介護サービスの利用者負担が通常１割から１０割に割増され，割増分は払い戻しの

　手続きを別途行う必要があります。

◎介護保険料の未納期間があると，その期間に応じて介護サービスの利用者負担が通常１割から３割に引き

　上げられます。

１０年後を見据えて

集落営農へ一歩ずつ

平成２３年度の介護保険料（第１号被保険者）は次のとおりです

☆介護保険料を納めないと介護サービスが制限されます。

☆お問い合わせ先

◎介護保険料に関すること・・・・・税務課 町民税係　　　　（内線２１１１）

◎介護保険の制度に関すること・・・介護保険課 介護保険係　（内線２１７４）

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋



泊 野 小 学 校

薩 摩 中 学 校

⑤

①

【国土交通省関連工事】

　　　　  　　　(平成23年４月10日現在)

≪激特事業関連工事　計10件≫

①柏原地区

　・築堤護岸工事(１件)

②虎居地区

　・築堤護岸工事(６件)

③推込地区

　・分水路掘削工事(１件)

④二渡地区

　・築堤工事(２件)

　　　　　　　　　　　　　　　　

≪鶴田ダム再開発事業関連工事　計２件≫

⑤神子地区

　・施設改造工事(１件)

　・上流仮締切工事(１件)

【北薩地域振興局関連工事】

　(平成23年４月10日現在)

①柏原地区

　・築堤護岸・取付道路工事等

　（４件）

②虎居地区、宮之城屋地地区

　・宮都大橋工事(５件)

⑥山崎地区

　・護岸工事(３件)

　・東橋工事(２件)

　・山崎橋工事(４件)

６

４

３

２

鶴田ダム

《今月の現場写真》

日高淑夫 校長

川内川激特・鶴田ダム再開発速報川内川激特・鶴田ダム再開発速報

山下健二 校長
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我
が
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動

　
町
内
の
小
中
学
校
で
は
、
ど
の
学
校
も
町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

踏
ま
え
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
の
取
り
組
み
を
、
毎
月
２
校
ず
つ
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
月
は
、
泊
野
小
学
校
と
薩
摩
中
学
校
で
す
。

学校紹介
シリーズ
⑧

　湯田地区（川内川左岸側）における激特関連工事は、平成23年３月をもって工事
が完了しました。
　町内におきましては、虎居地区、山崎地区などの一部を引き続き工事しています。

工事に伴う交通規制などについて(お願い)
激特工事は、一部（橋梁など）を除き６月末で終了予定です。引き続き
安全を第一に工事を進めてまいりますので、ご協力をお願いします。

工事に伴う交通規制などについて(お願い)
激特工事は、一部（橋梁など）を除き６月末で終了予定です。引き続き
安全を第一に工事を進めてまいりますので、ご協力をお願いします。

　
県
の
学
力
向
上
に
関
す
る
研
究

指
定
を
受
け
て
、
研
究
主
題
「
確

か
な
学
力
を
身
に
つ
け
、
自
分
の

可
能
性
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
生

徒
の
育
成
」
の
三
年
目
に
な
り
ま

し
た
。
一
年
目
は
「
授
業
終
末
の

工
夫
」
、
二
年
目
が
「
家
庭
学
習

の
充
実
」
、
三
年
目
の
本
年
度
は

「
意
欲
の
喚
起
」
を
テ
ー
マ
に
個

に
応
じ
た
学
習
指
導
の
工
夫
を
研

究
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研

究
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
「
確

か
な
学
力
の
定
着
」
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
本
校
に
は
四
つ
の
部
活
動
（
野

球
部
・
サ
ッ
カ
ー
部
・
陸
上
部
・

吹
奏
楽
部
）
が
あ
り
、
全
生
徒
の

九
割
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
部
員

数
は
生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
減
っ

て
ま
す
が
、
少
人
数
の
特
徴
を
生

か
し
て
充
実
し
た
部
活
動
が
で
き

て
い
ま
す
。
競
技
は
違
い
ま
す
が
、

お
互
い
に
刺
激
し
あ
い
な
が
ら
切

磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。
文
武
両
道

を
目
指
し
、
毎
日
熱
心
に
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。

　
毎
年
、
学
級
担
任
全
員
が
研
究

授
業
を
実
施
し
、
複
式
学
級
に
お

け
る
学
習
指
導
の
研
究
を
深
め
、

児
童
一
人
一
人
が
主
体
的
に
学
ぼ

う
と
す
る
授
業
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
、
学
習
指
導
要
領
で
重

視
さ
れ
る
言
語
活
動
を
充
実
す
る

た
め
、
場
に
応
じ
た
表
現
で
自
分

の
思
い
や
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
学
期
、
全
職
員
で
児

童
一
人
一
人
に
つ
い
て
の
学
習
の

状
況
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
図
る

場
を
設
定
し
、
個
に
応
じ
た
学
習

指
導
の
在
り
方
を
話
し
合
っ
て
改

善
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
泊
野
地
区
の
伝
統
や
よ
さ
を
子

供
た
ち
に
受
け
継
い
で
い
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
地
域
と
連
携
し
た

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
に
伝
統
芸
能
の
鷹
踊

り
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
敬
老

会
や
運
動
会
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
稲
作
活
動
で
は
田
植
え

か
ら
稲
刈
り
・
脱
穀
・
餅
つ
き
ま

で
、
全
校
朝
会
で
は
講
話
に
お
い

で
い
た
だ
く
な
ど
し
て
、
地
域
の

方
々
の
故
郷
を
愛
す
る
気
持
ち
や

学
校
に
対
す
る
想
い
が
、
直
に
子

ど
も
た
ち
に
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■お問い合わせ先■

●国土交通省川内川河川事務所　　℡(0996)22-3271 
　激特事業に関すること　　　　　　　　工務課
　鶴田ダム再開発事業工事に関すること　工事課
　激特事業工事に関すること　　　宮之城出張所
　　　　　　　　　　　　　　　　℡(0996)53-1756

●鹿児島県北薩地域振興局　建設部 
　土木建築課　道路建設第２係 
　　　　　　　　 ℡(0996)23-5151

　
三
年
生
は
連
続
五
日
間
の
職
場

体
験
学
習
を
、
一
年
生
は
農
業
体

験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
文

部
科
学
省
の
指
定
を
平
成
十
八
年

に
受
け
、
キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー

ト
・
ウ
イ
ー
ク
推
進
校
で
の
取
組

を
継
承
し
実
施
し
て
い
ま
す
。
生

徒
が
働
く
こ
と
の
喜
び
や
厳
し
さ

を
学
び
、
学
習
に
対
す
る
意
欲
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
貴
重
な
体
験

と
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
に
向
か

っ
て
大
き
く
羽
ば
た
く
た
め
に
、

職
場
体
験
の
機
会
の
確
保
な
ど
、

地
域
の
方
々
の
協
力
も
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

場所：湯田地区

　
本
校
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
本
い
っ
ぱ
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
読
書
に
親
し
む
子
ど
も

を
育
む
た
め
に
、
毎
週
水
曜
日
の
朝
活
動
と
し
て
「
読
書
タ
イ
ム
」
を
設
け
た
り
、
図
書
委
員

会
に
よ
る
読
書
祭
り
を
実
施
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
読
書
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、
親
子
読

書
会
活
動
で
は
保
護
者
や
学
校
職
員
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
図
書
室
で
は
「
今
月
の
お
す
す
め
の
本
」
や
学
年
ご
と
の

「
推
薦
図
書
」
を
提
示
し
た
り
、
児
童
一
人
一
人
が
す
す
め

る
本
を
紹
介
し
た
り
す
る
な
ど
、
設
営
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

児
童
12
人
　
３
学
級
　
職
員
７
人
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
８
戸

校
訓
　
「
か
し
こ
く
　
や
さ
し
く
　
た
く
ま
し
く
」

本
校
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
花
・
う
た
・
本
い
っ
ぱ
い
！
心
と
心
が
ふ
れ
あ
う
学
校
」

生
徒
82
人
　
５
学
級
　
職
員
18
人
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
71
戸

校
訓
　
「
誠
実
・
自
学
・
思
考
・
根
性
」

本
校
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
さ
」
さ
い
ご
ま
で
や
り
抜
こ
う
【
根
性
】

「
つ
」
つ
け
よ
う
学
力
｀
伸
ば
そ
う
自
主
性
【
向
学
・
思
考
】

「
ま
」
ま
ご
こ
ろ
持
と
う
【
誠
実
】

１
　
確
か
な
学
力
の
定
着

２
　
部
活
動
の
推
進

３
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

１
　
一
人
一
人
を
大
切
に
し
た
学
習
指
導

２
　
豊
か
な
心
を
育
て
る
読
書
活
動

３
　
地
域
と
一
体
に
な
っ
た
教
育
活
動

柏原橋

国道267号線



開 催 日 時 間 場 所 相談委員

毎月第３木曜日 午前１０時～正午 宮之城ひまわり館（相談室） 小島 泰秀

鶴田支所（１階相談室） 東郷 光行８月１５日（月）

１０月２４日（月）

２月１３日（月）

午前 ９時～正午

薩摩支所（旧館１階会議室） 竪山 修啓

開 催 日 時 間 場 所 相談委員

５月１６日(月)

５月１７日(火)

５月１８日(水)

５月１９日(木)

午前１０時～正午

午前１０時～正午

午前１０時～正午

午前　９時～正午

午前１０時～正午

虎居地区公民館（和室）

佐志地区公民館（和室）

山崎地区公民館（和室）

鶴田支所（１階相談室）

薩摩支所（旧館１階会議室）

宮之城ひまわり館（相談室）

小島 泰秀

小島 泰秀

東郷 光行

竪山 修啓

小島 泰秀
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　平成２３年４月１日付けで次の方々が，行政相談委員（総務大臣委嘱）に委嘱されました。

【さつま町の行政相談委員】

◆宮之城地区担当　小島　泰秀　　さつま町轟町８番地４　　　　電話５３－２３９６

◆鶴田地区担当　　東郷　光行　　さつま町神子７２０番地８　　電話５９－２６２９

◆薩摩地区担当　　竪山　修啓　　さつま町求名１２５７０番地　電話５７－１５５４

～行政の悩みごとについて相談してみませんか～

　毎日の暮らしの中で，国・県・町が行っている仕事への疑問や相談ごとはありませんか。

「行政相談委員」が，次のとおり行政相談所を開設しますので，お気軽にご相談ください。

なお，相談は無料で，秘密は堅く守られます。

※相談委員の担当区域に関わらず，どこの会場でも構いませんのでご相談ください。

※５月以外でも，次のとおり行政相談を実施しますので，お気軽にご相談ください。

（宮之城ひまわり館では，心配ごと相談と一緒に実施します。）

　
下
の
写
真
は
、
法
に
よ
り
栽
培
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
「
大
麻
」
「
け
し
」
で

す
。

　
近
年
、
20
代
を
中
心
に
大
麻
乱
用
が

深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。
「
大
麻
」
の

不
正
栽
培
・
所
持
の
多
く
は
、
密
か
に

家
内
で
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
け
し
」
は
、
５
月
頃
に
写

真
の
よ
う
な
美
し
い
花
を
つ
け
ま
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
知
ら
ず
に
、

観
賞
用
と
し
て
栽
培
し
て
い
る
方
が
お

ら
れ
ま
す
。

「
け
し
」
の
特
徴
は
、
全
株
が
帯
白
緑

色
で
ろ
う
質
が
付
着
し
て
お
り
、
ほ
と

ん
ど
無
毛
で
、
草
丈
が
１
メ
ー
ト
ル
前

後
に
な
り
ま
す
。
葉
の
付
け
根
が
、
茎

を
巻
く
よ
う
に
付
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
花
や
、
よ
く
似
た
植
物

を
見
か
け
た
ら
役
場
環
境
係
、
警
察

署
・
交
番
、
川
薩
保
健
所
衛
生
・
環
境

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
役
場
　
環
境
課
環
境
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
２
７
）

　
　
川
薩
保
健
所
　
衛
生
・
環
境
課

　
　
　
　
　
　
℡
（
23
）
３
１
６
７

「けし」の写真「けし」の写真（拡大）

「大麻」の写真「大麻」の写真（拡大）

　
皆
さ
ん
が
毎
月
支
払
う
電
気
料
金
か

ら
、
電
力
会
社
は
販
売
電
気
一
、
〇
〇

〇
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
３
７
５
円
を
電
源
開

発
促
進
税
と
し
て
国
に
納
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
納
め
ら
れ
た
税
金
か
ら
発
電
用

施
設
周
辺
地
域
の
地
域
振
興
対
策
の
た

め
に
関
係
市
町
村
へ
交
付
金
と
し
て
交

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
も
、
水
力
発
電
施
設
関
係
交

付
金
と
電
力
移
出
県
交
付
金
（
県
内
の

発
電
電
力
が
消
費
電
力
を
超
え
て
他
県

へ
移
出
さ
れ
て
い
る
部
分
の
電
力
量
に

対
す
る
交
付
金
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
、

平
成
22
年
度
は
こ
の
交
付
金
を
活
用
し

て
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
宮
之
城
中
学
校
移
転
準
備
工

○
町
道
時
吉
湯
田
線
改
良
工
事

○
環
境
セ
ン
タ
ー

　
し
尿
収
集
車
整
備
事
業

○
公
共
施
設
維
持
補
修
の
た
め
の

　
基
金
造
成
事
業

環境センターに整備された、し尿収集車

■お問い合わせ先：総務課秘書人事係
　　　　　　　　　 （内線２２１２）

　４月から、町内で行われる各種イベント情報や旬の情報を広く情報発信

するために、ＭＢＣラジオで「いきいき　さつま町だより」のタイトルで

広報番組が放送されています。出演者は、イベントの主催者や地域の方々

等、広く出演していただく予定です。

【放送時間】毎週土曜日　午前８時１４分から５分間

【番組タイトル】「いきいき　さつま町だより」

【周波数】ＭＢＣラジオ　１１０７kHz

【パーソナリティー】笹田　美樹さん（湯田出身：さつま観光夢大使）

ス
タ
ジ
オ
の
笹
田
さ
ん

▲

ＭＢＣラジオ「いきいき さつま町だより」放送中！

行政に対するご相談は，行政相談委員へ行政に対するご相談は，行政相談委員へ

行政相談所を開設します行政相談所を開設します

こ
の
植
物
を
見
か
け
た
ら
、
連
絡
を
・
・
・
・
・

電源立地地域対策交付金が活用されています



■くらしの情報 ●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

広
　
告

広
　
告

広
　
告

ご自宅へ

配達します！

麦味噌

お気軽にご相談ください フルタ

農産加工グループ農産加工グループ

Ｈｅｌｌｏさつま（ハローさつま）Ｈｅｌｌｏさつま（ハローさつま）
“１㎏から”“１㎏から”

みそ美人 みそ美人 「　 　　　」
配達地域：さつま町内のみ

Tel ０９９６（５２）３３１２ 担当：古田

薩摩郡医師会病院診療案内
診療科

内　科 神野

益崎

緒方

福嶋

林田 平木 林田 林田

緒方 緒方

益崎 益崎

福岡 早川

倉元

緒方 大学

倉元 倉元

堀之内
(第2・第4)

益崎

神野 神野 神野

花田 花田 花田
交代制

神経内科

救急科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土

＊健診(人間ドック)、循環器内科は予約制です。(TEL0996-53-0326)

福嶋福嶋 福嶋

(H23.５.１～)

スタンプを貼り終えた台紙に、貼ってご利用ください。
このシールを貼ってある台紙はスタンプシールをプラス
１０枚差し上げます。

台紙５冊で
新幹線

川内⇔鹿児島
往復と交換

台紙８冊で
新幹線

出水⇔博多
往復と交換

台紙２冊で

タクシーチケット

1,500円分と交換

台紙１冊で
二渡ホタル舟乗船

台紙２冊で
二渡ホタル舟乗船とバーベキュー

ちくりんスタンプ会イベント情報ちくりんスタンプ会イベント情報

詳細は、ちくりんスタンプ会まで 　53-1141(町商工会内)

スタンプシール

有効期限

平成23年５月31日

プラス

１０枚

キ 

リ 

ト 

リ 

線

商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

 
 

　
　  

 

内
線
２
２
４
１

教
育
委
員
会
文
化
課 

文
化
係

 
   

 

　
　
内
線
２
２
４
１
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●
商
工
業
を
営
む
皆
さ
ん
へ

の
お
知
ら
せ

　
さ
つ
ま
町
小
売
業
等
店

　
舗
改
装
支
援
事
業
費
補

　
助
金

　
町
内
で
小
売
業
等
を
営
ん

で
い
る
商
工
会
員
に
対
し
て
、

店
舗
改
装
等
へ
の
補
助
制
度

が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
率

　
事
業
費
の
２０
万
円
を
超
過

　
し
た
分
の
３０
％
以
内

■
補
助
限
度
額

　
５
０
０
，
０
０
０
円

　
さ
つ
ま
町
旅
館
業
等
施

　
設
整
備
事
業
費
補
助
金

　
町
内
に
お
い
て
、
旅
館
業

等
の
施
設
整
備
に
対
す
る
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
率

　
事
業
費
の
２０
万
円
を
超
過

　
し
た
分
の
３０
％
以
内

■
　
補
助
限
度
額
　

　
１
，
０
０
０
，
０
０
０
円

　
い
ず
れ
の
補
助
金
に
つ
い

て
も
、
他
の
国
県
の
補
助

（
補
償
）
対
象
等
と
な
っ
て

い
る
場
合
は
、
補
助
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

　
補
助
金
の
交
付
に
関
し
て

は
い
く
つ
か
の
支
給
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　
　
　
（
内
線
２
２
４
１
）

●
郷
土
史
の
販
売
に
つ
い
て

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
郷
土

誌
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
購
入
先
】 

・
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー 

　

　
（
教
育
委
員
会
文
化
課
）

　
　
℡
（
５３
）
１
７
３
２

・
町
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー 

　
　
℡
（
５２
）
３
３
４
０

・
鶴
田
中
央
公
民
館 

　
（
鶴
田
教
育
係
）

　
　
℡
（
５９
）
２
０
２
２

・
薩
摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

　
（
薩
摩
教
育
係
）

　
　
℡
（
５７
）
０
９
７
０

【 

金
　
額 

】 

・
「
宮
之
城
町
史
」
　

　
５
，
０
０
０
円
（
税
込
）

・
「
鶴
田
町
郷
土
誌
」

　
４
，
０
０
０
円
（
〃
）

※
「
薩
摩
町
郷
土
誌
」
は
、

売
り
切
れ
の
た
め
販
売
し
て

お
り
ま
せ
ん
。 

●
歴
史
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
悠
久
　
ふ
る
さ

と
の
ロ
マ
ン
」
残
り
わ
ず
か
！

　
町
教
育
委
員
会
と
郷
土
史

研
究
会
で
は
、
町
の
歴
史
を

ま
と
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
悠
久
　

ふ
る
さ
と
の
ロ
マ
ン
」
を
作

成
・
販
売
し
て
い
ま
す
。
残

り
枚
数
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
！
ぜ
ひ
お
早
め
に
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。

・
窓
口
販
売
　
１
枚
　
　
　

　
１
，
０
０
０
円
（
税
込
）

・
振
込
販
売
　
１
枚
　
　
　

　
１
，
２
０
０
円
（
送
料
込
）

【
購
入
先
】 

・
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー 

　

　
（
教
育
委
員
会
文
化
課
）

　
　
℡
（
５３
）
１
７
３
２

宮之城町史鶴田町郷土誌

歴史ＤＶＤ「悠久 ふるさとのロマン」

街をきれいに
　心がきれいに！

　
鶴
田
小
学
校
６
年
生
22
名

（
現
在
、
中
学
校
１
年
生
）は
、

家
庭
科
の
授
業
の
中
で
６
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
「
エ
コ
」
・

「
ゴ
ミ
」
・
「
省
エ
ネ
」
等
の

問
題
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

中
で
も
、
「
ゴ
ミ
」
を
取
り
上

げ
た
グ
ル
ー
プ
は
、
実
際
に
、

東
湯
田
原
付
近
に
落
ち
て
い
る

ゴ
ミ
を
拾
い
、
ど
の
よ
う
な
ゴ

ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
か
を

集
計
し
、
手
書
き
の
チ
ラ
シ
や

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
、
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
禁
止
等
の
広
報
活

動
ま
で
さ
れ
ま
し
た
。

　
落
ち
て
い
た
ゴ
ミ
の
中
で
は
、

煙
草
の
吸
殻
が
46
％
と
最
も
多

く
、
喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
の
向
上

が
課
題
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
環
境
美
化
条
例
に
お
い
て

も
、
空
き
缶
や
吸
殻
等
の
ポ
イ

捨
て
・
犬
等
の
フ
ン
の
放
置
な

ど
に
つ
い
て
禁
止
し
て
お
り
、

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
等
の
不
法
投

棄
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観

を
悪
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
心

理
的
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
小
学
生
が
作
成
し
た
チ
ラ
シ

は
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
で
締
め

く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
キ
レ

イ
な
町
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！
」
ま
さ
に
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
マ
ナ
ー
の
向
上
と
協
力

な
し
に
は
、
さ
つ
ま
町
か
ら
不

法
投
棄
は
無
く
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
役
場
環
境
課
で
は
、

警
察
と
連
携
し
、
不
法
投
棄
に

対
し
て
厳
正
に
対
処
し
て
い
き

ま
す
。

　
３
月
に
鶴
田
小
学
校
を
卒
業

さ
れ
た
皆
さ
ん
、
環
境
美
化
に

御
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
環
境
美
化
活
動
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

作成し配布されたポスター

①避難先の市町村へ、ご自身の情報をご提供ください

②避難前にお住まいの県や市町村からさまざまなお知らせを
　お届けできるようになります

※情報提供用の書面は、役場 本庁 安全安心対策課にあります。

①提供していただく情報
・氏名、生年月日、性別

・避難前の住所

・避難先（避難所・個人宅）の情報

②お知らせ
・見舞金等の各種給付の連絡

・国民健康保険証の再発行

・税や保険料の減免・猶予・期限延長等の通知など

【全国避難者情報システム】

【親せき、友人、知人等で本町に避難されている方がいらっしゃいましたら、この情報をお伝えください】

お問い合わせ先：安全安心対策課安全安心対策係

さ
つ
ま
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
だ
よ
り

さ
つ
ま
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
だ
よ
り

VOL.10

東日本大震災で避難されている皆様へのお願い

避難者に関する
情報提供の受付
を開始しました

避
難
前
に
お
住
ま
い
の
県
・
市
町
村

避
難
さ
れ
て
い
る
皆
様

避
難
先
の
都
道
府
県

（
鹿
児
島
県
）

避
難
先
の
市
町
村

（
さ
つ
ま
町
）

（内線２２１５）
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●
免
除
制
度
を
ご
存
じ
で
す

か
？

「
所
得
が
少
な
い
」
「
会
社

を
退
職
し
た
」
等
の
理
由
で

経
済
的
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
保
険
料
免
除
制
度

が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
保
険
料
免
除
の
承
認
は
本

人
、
配
偶
者
及
び
世
帯
主
の

所
得
に
よ
り
審
査
が
行
わ
れ

ま
す
。

※
免
除
申
請
の
平
成
２３
年
度

分
（
平
成
２３
年
７
月
～
平
成

２４
年
６
月
）
の
受
付
は
７
月

か
ら
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
川
内
年
金
事
務
所

　
　
　
　
（
２２
）
５
２
７
９

●
３
つ
の
基
礎
年
金
が
あ
な

た
の
一
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

①
老
齢
基
礎
年
金

　
～
老
後
へ
の
備
え
～
　

　
６５
歳
か
ら
一
生
涯
老
齢
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
終
身
保
障
）

平
成
２３
年
度
年
金
額

　
７
８
８
，
９
０
０
円
（
満
額
）

○
２０
歳
か
ら
６０
歳
に
な
る
ま

で
の
４０
年
間
（
４
８
０
月
）

の
全
期
間
保
険
料
を
納
め
た

方
（
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の

厚
生
年
金
期
間
及
び
共
済
期

間
も
対
象
と
な
り
ま
す
）
は
、

６５
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
を
全
額
免
除
さ
れ

た
期
間
の
年
金
額
は
１
／
３

（
平
成
２１
年
４
月
か
ら
は
１

／
２
）
と
な
り
ま
す
が
、
保

険
料
の
未
納
期
間
（
全
額
免

除
以
外
の
免
除
期
間
で
納
付

さ
れ
な
か
っ
た
月
）
は
年
金

の
対
象
期
間
に
な
り
ま
せ
ん
。

○
会
社
員
や
公
務
員
（
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
）

だ
っ
た
方
に
は
老
齢
厚
生
年

金
や
退
職
共
済
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
保
険
料
を
納
め
た

期
間
と
保
険
料
を
免
除
さ
れ

た
期
間
及
び
厚
生
年
金
又
は

共
済
等
を
合
計
し
た
期
間
が

最
低
２５
年
間
（
３
０
０
月
）

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
障
害
基
礎
年
金

平
成
２３
年
度
年
金
額
（
定
額
）

　
９
８
６
，
１
０
０
円
（
１
級
）

　
７
８
８
，
９
０
０
円
（
２
級
）

　
国
民
年
金
加
入
中
の
病
気

や
ケ
ガ
で
障
害
等
級
表
（
１

級
・
２
級
）
に
よ
る
障
害
の

状
態
に
あ
る
間
は
障
害
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

る
子
が
い
る
場
合
は
、
加
算

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
障
害
年
金
を

受
け
る
権
利
が
発
生
し
た
当

時
に
、
受
給
権
者
に
よ
っ
て

生
計
を
維
持
し
て
い
る
お
子

様
が
い
る
場
合
に
加
算
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
２３

年
４
月
施
行
の
「
国
民
年
金

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
障
害
年
金
を

受
け
る
権
利
が
発
生
し
た
後

に
、
生
計
を
維
持
す
る
こ
と

に
な
っ
た
お
子
様
が
い
る
場

合
に
も
届
出
に
よ
っ
て
加
算

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

③
遺
族
基
礎
年
金

平
成
２３
年
度
年
金
額

　
１
，
０
１
５
，
９
０
０
円
（
妻
）

（
基
本
額
（
定
額
）
＝
７
８

８
，
９
０
０
円
＋
子
１
人
の

加
算
額
＝
２
２
７
，
０
０
０

円
）

国
民
年
金
の
加
入
者
が
亡
く

な
っ
た
と
き
、
そ
の
方
に
よ

っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
「
子
の
あ
る
妻
」
ま
た
は

「
子
」
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
注
１
）
子
は
１８
歳
到
達
年

度
の
末
日
ま
で
、
ま
た
は
障

害
が
あ
る
場
合
は
２０
歳
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

（
注
２
）
妻
に
支
給
さ
れ
る

場
合
は
、
子
の
人
数
に
よ
っ

て
加
算
が
あ
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

障
害
の
初
診
日
や
死
亡
と
い

っ
た
事
故
が
発
生
す
る
ま
で

の
公
的
年
金
の
加
入
月
数
の

２
／
３
以
上
の
期
間
に
つ
い

て
、
保
険
料
が
納
付
又
は
免

除
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
も
し

く
は
初
診
日
又
は
死
亡
さ
れ

た
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料
の

未
納
が
な
い
こ
と
が
必
要
で

す
。

●
国
民
年
金
基
金
か
ら
の
ご

案
内

　
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
２０

歳
か
ら
６０
歳
未
満
の
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
）
が
加
入
で
き
る
『
公
的

な
年
金
制
度
』
で
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
の
上
積
み

の
年
金
と
し
て
、
老
後
の
所

得
保
障
の
充
実
を
図
る
も
の

で
す
。
掛
金
月
額
は
加
入
さ

れ
る
時
の
年
齢
に
応
じ
た
掛

金
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
金
は
終
身
年
金
（
２
種

類
）
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
２
口
目
（
任
意
）
の

年
金
の
中
に
受
給
期
間
が
定

め
ら
れ
て
い
る
確
定
年
金

（
５
種
類
）
も
あ
り
ま
す
。

　
確
定
年
金
に
は
、
６０
歳
か

ら
受
給
で
き
る
年
金
の
型

（
５
年
給
付
型
・
１０
年
給
付

型
）
が
増
え
ま
し
た
。
老
齢

基
礎
年
金
を
受
給
す
る
ま
で

の
つ
な
ぎ
の
年
金
と
し
て
ご

利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
掛
け
金
は
国
民
年

金
保
険
料
と
同
様
に
全
額
社

会
保
険
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
関
係
資
料
の
送
付
ご

希
望
の
方
は
、
鹿
児
島
県
国

民
年
金
基
金
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
（
無
料
）
　
０
１
２
０

（
６５
）
４
１
９
２
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
固
定
資
産
税
の
減
免
申
請

に
つ
い
て

　
次
に
該
当
す
る
資
産
に
つ

き
ま
し
て
は
、
固
定
資
産
税

の
減
免
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
該
当
資
産
を
所
有
さ
れ

て
い
る
方
は
、
減
免
申
請
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
申
請
書
を
提

出
さ
れ
た
方
は
、
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

○
減
免
対
象
資
産

　
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用

す
る
固
定
資
産
（
有
料
で
使

用
す
る
も
の
を
除
く
）

　
例
　
公
民
館
用
地
・
防
火

水
槽
用
地
等
を
所
有
さ
れ
る

方○
提
出
期
限

　
平
成
２３
年
５
月
２４
日
（
火
）

○
提
出
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　
本
庁
税
務
課

　
資
産
税
係
（
内
線
２
１
１
５
）

　
鶴
田
税
務
係
（
内
線
４
２
１
４
）

　
薩
摩
税
務
係
（
内
線
６
１
１
５
）

※
減
免
申
請
書
は
、
窓
口
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

●
新
規
採
用
職
員
の
紹
介

●
弓
道
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

　
精
神
統
一
に
弓
道
は
最
適

で
す
！

　
静
寂
を
破
る
弦
の
音
が
道

場
に
響
き
渡
っ
た
か
と
思
う

と
ピ
シ
ッ
と
的
を
射
抜
い
た

矢
の
音
が
伝
わ
る
。
気
力
を

充
実
さ
せ
て
矢
を
放
っ
た
後

の
何
と
も
い
え
な
い
爽
快
感
。

そ
の
よ
う
な
体
験
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
鹿
児
島
県
弓
道
連
盟
川
薩

さ
つ
ま
支
部
で
は
、
弓
道
教

室
を
開
催
し
ま
す

　
弓
道
は
、
老
若
男
女
だ
れ

で
も
取
り
組
め
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
場
所
＝
厳
翼
館
弓
道
場

（
宮
之
城
運
動
公
園
内
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
隣
）

○
期
日
＝
平
成
２３
年
５
月
１７

日
か
ら
毎
週
火
・
木
曜
日

（
概
ね
１０
回
）

○
時
間
＝
午
後
７
時
か
ら
１

時
間
半
程
度

○
持
参
す
る
も
の
＝
足
袋
又

は
靴
下

○
申
込
み
先
＝
末
永
俊
一
支

部
長
（
　
０
９
０-

２
０
８

７-

２
８
０
７
）

水
迫 

久
美

濵
島 

生
美

山
下 

真
嗣

岩
下 

希
望

植
囿 

俊
平

早
く
仕
事
を
覚
え

て
、
住
民
の
皆
様

に
信
頼
し
て
い
た

だ
け
る
職
員
に
な

れ
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
地
に
住
む
全

て
の
人
こ
そ
町
に

と
っ
て
大
き
な
財

産
で
あ
る
と
考
え
、

日
々
の
業
務
に
精

一
杯
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
信

頼
に
応
え
、
皆
様

が
よ
り
良
い
生
活

が
送
れ
ま
す
よ
う

に
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す
。

日
本
一
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
努
め
る

職
員
に
な
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

さ
つ
ま
町
の
皆
様

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

さ
つ
ま
町
で
暮
ら

す
誰
も
が
、
自
分

ら
し
く
生
き
る
事

に
繋
が
る
心
身
の

健
康
づ
く
り
の
為

に
お
役
に
立
て
れ

ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

税
務
課
資
産
税
係

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

環
境
課
環
境
係

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

●
今
月
の
納
税
な
ど

　
固
定
資
産
税
第
１
期

【
納
期
限
５
月
３１
日
】

　
納
税
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
職
員
の
退
職
に
つ
い
て

　
３
月
３１
日
付
け
退
職
者
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

岩
切
秀
久
（
工
事
検
査
監
兼

工
事
検
査
室
長
）
▽
川
内
守

雄
（
耕
地
林
業
課
長
補
佐
兼

鶴
田
支
所
耕
地
林
務
係
長
）

▽
橋
口
正
人
（
税
務
課
主
幹

兼
収
納
第
１
係
長
）
▽
上
井

光
晴
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

主
幹
兼
薩
摩
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
係
長
）
▽
市
来
栄
造

（
耕
地
林
業
課
主
幹
）
▽
宇

都
美
鈴
（
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
宮
之
城
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
給
食
調
理
員
）
▽
白
坂
法

光
（
平
川
小
学
校
用
務
員
）

▽
上
野
公
一
（
環
境
課
主
幹

兼
業
務
第
１
係
長
）
▽
小
川

内
美
喜
江
（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
宮
之
城
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
給
食
調
理
員
）
▽
目
床

順
司
（
災
害
復
興
対
策
課
長

↓
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整

備
局
へ
）
▽
有
馬
修
吾
（
学

校
教
育
課
長
↓
垂
水
小
学
校

校
長
へ
）

●
職
員
の
異
動
に
つ
い
て

　
４
月
１
日
付
け
職
員
の
異

動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
課
長
職
＝
濱
﨑
茂
　
建
築

技
術
調
整
監
兼
庁
舎
建
設
推

進
室
長
兼
庁
舎
建
設
係
長

（
建
築
技
術
調
整
監
）
▽
三
浦

広
幸
　
建
設
課
長
兼
災
害
復

興
対
策
課
長
（
建
設
課
長
）

■
課
長
職
昇
任
＝
杉
水
流
博

工
事
検
査
監
兼
工
事
検
査
室

長
（
建
設
課
長
補
佐
兼
土
木

係
長
）

■
割
愛
人
事
（
課
長
職
）
＝
松

山
兼
二
　
災
害
復
興
調
整
監

（
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整

備
局
）
▽
山
元
芳
彦
　
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
長
（
阿

久
根
市
立
山
下
小
学
校
長
）

■
課
長
補
佐
職
＝
本
田
孝
市

税
務
課
長
補
佐
兼
収
納
第
１

係
長
（
教
育
委
員
会
総
務
課

長
補
佐
兼
総
務
係
長
）
▽
髙

嶺
眞
知
子
　
教
育
委
員
会
総

務
課
長
補
佐
兼
薩
摩
教
育
係

長
（
文
化
課
長
補
佐
兼
文
化

係
長
）

■
課
長
補
佐
職
昇
任
＝
狩
宿

悦
男
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
補
佐
兼
宮
之
城
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
係
長
兼
鶴
田
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長
兼
薩

摩
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
宮
之

城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係

長
）
▽
小
永
田
浩
　
耕
地
林

業
課
長
補
佐
兼
耕
地
係
長

（
耕
地
林
業
課
耕
地
係
長
）

▽
藤
田
統
礼
　
水
道
課
長
補

佐
兼
工
務
係
長
（
水
道
課
工

務
係
長
）
▽
中
窪
啓
二
　
農

政
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長

（
農
政
課
農
政
係
長
）
▽
岩

下
純
一
　
担
い
手
育
成
支
援

室
長
補
佐
兼
担
い
手
育
成
係

長
（
担
い
手
育
成
支
援
室
担

い
手
育
成
係
長
）
　

■
係
長
職
＝
髙
橋
誠
芳
　
商

工
観
光
課
観
光
係
長
（
教
育

委
員
会
薩
摩
教
育
係
長
）
▽

市
來
浩
二
　
文
化
課
文
化
係

長
（
商
工
観
光
課
観
光
係
長
）

■
係
長
職
昇
任
＝
松
山
和
久

教
育
委
員
会
総
務
課
総
務
係

長
（
企
画
課
企
画
係
）
▽
紺

屋
弘
志
　
建
設
課
土
木
係
長

（
災
害
復
興
対
策
課
ま
ち
づ

く
り
係
）
▽
　
村
浩
昭
　
環

境
課
業
務
第
１
係
長
（
環
境

課
業
務
第
１
係
）
▽
山
下
政

信
　
鶴
田
支
所
耕
地
林
務
係

長
（
建
設
課
土
木
係
）

■
新
規
採
用
＝
濵
島
生
美
　

税
務
課
資
産
税
係
　
▽
山
下

真
嗣
　
社
会
教
育
課
社
会
教

育
係
　
▽
岩
下
希
望
　
福
祉

課
高
齢
福
祉
係
　
▽
植
囿
俊

平
　
環
境
課
環
境
係
　
▽
水

迫
久
美
　
健
康
増
進
課
健
康

増
進
係

は
ま
し
ま 
 
 

い

く

み

や
ま
し
た 
 

ま
さ
つ
ぐ

い
わ
し
た 
 

の

ぞ

み

う
え
ぞ
の 
 

し
ゅ
ん
ぺ
い

み
ず
さ
こ 
 

く

み



●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４■くらしの情報

健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係

 

　
　
　
　
内
線
２
１
４
３

福
祉
課 

福
祉
障
害
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
４

福
祉
課 

子
ど
も
福
祉
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
３

建
設
課
　
建
築
係

   

　
　
　
内
線
２
２
５
７

20広報さつま21 広報さつま

がんばれ 認定農業者!!　シリーズ60

　米丸純男さんは、平成１２年１１月に認定農業

者として認定されました。

　現在、乳牛２５頭、生産牛６頭、水田２haを経

営されています。

「農業は自分で好きで選んだ道なので苦労とは思

わない」という反面「酪農家の減少や後継者不足

が心配」と話されます。若い頃はラグビーや相撲

で鍛えた米丸さんは町農業委員や県酪連の役員な

どもこなします。

　毎日、朝晩２回の搾乳も「ヘルパー制度の導入

などにより定期的に休みがとれて助かっている」

と話されます。

　今後は「酪農を現状維持しながら、生産牛の増

頭に力を入れていきたい」と抱負を話されました。

　

米 丸 純 男さん 59歳

よ ね ま る す み お

さつま町柏原

消
防
本
部

　
　
　
（
52
）
０
１
１
９

※
主
な
会
議
及
び
行
事
を
抜
粋
（
庁
内
の
会
議
、
打
ち
合
わ
せ
は
除
く
。
）

（
平
成
23
年
３
月
）

町
長
の
動
静

●
健
康
診
査
日
程

　
　
　
　
【
５
・
６
月
分
】

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
６
ヶ
月
児

 
 
 

　
（
Ｈ
21
．
９
生
）

　
５
月
１８
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
３
歳
児
（
Ｈ
20
．
３
生
）

　
５
月
２５
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
２
歳
児
健
や
か
健
康
相
談

　
　
　
　
（
Ｈ
21
．
５
生
）

　
６
月
２
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
前
９
時
３０

　
分
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
２
歳
６
ヶ
月
児

　
歯
科
健
康
診
査

　
　
　
　
（
Ｈ
20
．
11
生
）

　
６
月
２
日
（
木
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
す
く
す
く
育
児
相
談

　
６
月
３
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
前
１０
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
22
．
10
生
）
相
談

　
６
月
３
日
（
金
）

　
午
後
１
時
～
午
後
１
時
３０

　
分
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
４
～
５
か
月
児

　
産
婦
健
康
診
査

　
　
　
（
Ｈ
23
．
１
生
）

　
６
月
８
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　
５
月
２３
日
（
月
）

　
６
月
１３
日
（
月
）
　

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１

　
時
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
お

持
ち
の
上
、
ご
夫
婦
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　
５
月
１８
日
（
水
）

　
５
月
２５
日
（
水
）

　
６
月
２
日
（
木
）

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
受

　
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
総
合
健
康
相
談

　
６
月
７
日
（
火
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１

　
時
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
特
定
健
診
・
胃
・
大
腸
・

腹
部
超
音
波
検
診

（
受
付
午
前
８
時
～
）

　
５
月
２０
日
（
金
）
２１
日
（
土
）

　
平
川
小
学
校
体
育
館

　
５
月
２２
日
（
日
）

　
白
男
川
小
学
校
体
育
館

　
５
月
２６
日
（
木
）
２７
日
（
金
）

　
５
月
２８
日
（
土
）

　
山
崎
小
学
校
体
育
館

　
５
月
２９
日
（
日
）
３０
日
（
月
）

　
５
月
３１
日
（
火
）

　
虎
居
地
区
公
民
館

　
６
月
１０
日
（
金
）
１１
日
（
土
）

　
宮
之
城
総
合
体
育
館

　
６
月
１２
日
（
日
）
１３
日
（
月
）

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

　
６
月
１４
日
（
火
）
１５
日
（
水
）

　
佐
志
地
区
公
民
館

●
楽
々
健
康
ウ
ォ
ー
ク

■
体
力
づ
く
り
コ
ー
ス

　
５
月
８
日
（
日
）
午
前
７
時

　
秋
葉
グ
ラ
ウ
ン
ド
出
発

■
春
ら
ん
ま
ん
コ
ー
ス

　
５
月
２８
日
（
土
）
午
前
７
時

　
柏
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
出
発

●
心
配
ご
と
相
談
所

■
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
～
正
午

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　 

　

　
　
（
５２
）
１
１
２
３

●
子
ど
も
手
当
支
給
日
　

　
６
月
１０
日
（
金
）

　
（
２
月
～
５
月
分
）

　
お
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
　
福
祉
課

　
　
子
ど
も
福
祉
係

　
　
　
（
内
線
２
１
３
３
）

・
鶴
田
支
所
　
保
健
福
祉
係

　
　
　
（
内
線
４
１
１
５
）

・
薩
摩
支
所
　
保
健
福
祉
係

　
　
　
（
内
線
６
１
２
４
）

●
あ
な
た
の
家
は

　
　
　
　
　
安
全
で
す
か
？

　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
工
事
の
補
助
金
制

度
を
創
設
し
ま
し
た
。

（
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
に

対
す
る
補
助
制
度
で
す
）

　
地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の

倒
壊
等
の
被
害
を
防
ぎ
、
安

全
な
建
築
物
の
整
備
を
促
進

す
る
た
め
に
耐
震
診
断
及
び

耐
震
改
修
工
事
の
費
用
に
対

し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

 

　
募
集
棟
数
に
達
し
た
場
合

は
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
建
築
係

　
　
　
（
内
線
２
２
５
７
）

●
い
ざ
と
い
う
時
、
応
急
手

　
当
が
で
き
ま
す
か
？

　
目
の
前
で
急
に
人
が
倒
れ

る
緊
急
事
態
、
あ
な
た
は
適

切
に
対
処
で
き
ま
す
か
？

　
こ
の
よ
う
な
場
面
に
遭
遇

し
た
と
き
、
落
ち
着
い
て
対

応
す
る
た
め
に
も
普
通
救
命

講
習
を
受
講
し
て
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
助
か
る
命
を
助
け
る
た
め

に
、
公
民
会
や
会
社
の
皆
さ

ん
等
で
普
通
救
命
講
習
を
受

講
し
て
、
正
し
い
心
配
蘇
生

法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
学
ん
で
お
き
ま
し
ょ

う
。

内
容
＝
心
肺
蘇
生
法

　
　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い

時
間
＝
３
時
間

受
講
料
＝
無
料

服
装
＝
講
習
会
は
実
技
が
主

　
と
な
り
ま
す
の
で
、
動
き

　
や
す
い
服
装

そ
の
他
＝
講
習
会
終
了
後
に

　
は
「
普
通
救
命
講
習
修
了

　
証
」
を
発
行
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
消
防
本
部
救
急
係

　
　
　
　
（
５２
）
０
１
１
９

●
３
月
の
火
災
・
救
急
情
報

○救　急
◆出動件数 　　93件
　運んだ人 　　91人
◆内 訳
　急　病 　57件53人
　交通事故 ６件７人
　その他　 30件31人

○火　災

◆発生件数　２件

◆内訳

　林野　　　１件

　その他　　１件

・３月１日
故　さつま町観光協会長
上大迫重規氏葬儀告別式時供花

10,500円

・３月４日

自治体ホームページ広報研修会時

2,310円

・３月６日

虎居分団車庫落成祝賀会時

5,002円

３
月
１
日

　
　
２
日

　
　
３
日

　
　
４
日

　
　
６
日

　
　
７
日

　
　
10
日

　
　
11
日

　
　
12
日

　
　
14
日

　
　
15
日

　
　
16
日

　
　
17
日

　
　
18
日

　
　
20
日

　
　
22
日

　
　
23
日

　
　
24
日

　
　
25
日

　
　
26
日

　
　
27
日

　
　
28
日

　
　
29
日

　
　
30
日

　
　
31
日

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

朝
会
～
職
員
永
年
勤
続
表
彰
式
　
▽
薩
摩
中
央
高
校
卒
業
式
　
▽
川
薩
地
域
保
健
医
療
福
祉
協
議
会

県
市
町
村
職
員
厚
生
会
理
事
会
　
▽
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
会
打
合
せ
会
、
同
組
合
総
会

３
月
定
例
議
会
開
会
（
施
政
方
針
・
19
議
案
・
２
報
告
案
件
提
出
）
▽
ダ
ム
再
開
発
協
議

議
会
全
員
協
議
会
　
▽
出
水
市
来
庁
（
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
お
礼
）

自
衛
隊
募
集
相
談
員
委
嘱
状
交
付
式
　
▽
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会

ほ
た
る
の
里
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
　
▽
県
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
能
大
会
　
▽
虎
居
分
団
消
防
車
庫
落
成
祝
賀
会

３
役
調
整
会
議
　
▽
川
内
川
河
川
事
務
所
へ
要
望
　
▽
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

本
会
議
（
一
般
質
問
６
名
）

本
会
議
（
一
般
質
問
４
名
）
▽
女
性
い
き
い
き
推
進
会
議
～
交
流
会

薩
摩
寒
蘭
同
好
会
総
会

緊
急
管
理
職
会
（
東
日
本
大
震
災
対
応
関
係
）
▽
東
日
本
大
震
災
緊
急
消
防
援
助
隊
（
５
名
）
派
遣
出
発
式

本
会
議
（
総
括
質
疑
）

町
立
中
学
校
卒
業
式
（
山
崎
中
）
▽
本
検
査
（
庁
内
電
話
架
設
更
新
）

虎
居
地
区
公
民
館
役
員
河
川
改
修
要
望
結
果
報
告
会

常
任
委
員
会
町
長
へ
の
総
括
質
疑
　

常
任
委
員
会
町
長
へ
の
総
括
質
疑
　
▽
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま
健
康
づ
く
り
懇
話
会

東
日
本
大
震
災
義
援
金
募
集
町
民
へ
の
呼
び
か
け
（
～
18
日
）

課
長
会
～
行
革
本
部
会
議
　
▽
川
原
公
民
会
役
員
東
日
本
大
震
災
義
援
金
持
参

町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
　
▽
県
道
路
建
設
課
空
港
道
路
整
備
計
画
説
明

長
島
町
５
周
年
記
念
式
典

川
薩
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
解
散
総
会
ほ
か
　
▽
米
政
策
に
係
る
関
係
機
関
団
体
と
の
意
見
交
換
会

森
林
組
合
系
統
運
動
推
進
委
員
会
　
▽
議
会
全
員
協
議
会

郡
医
師
会
と
町
行
政
と
の
地
域
医
療
問
題
懇
談
会

町
立
小
学
校
卒
業
式
（
盈
進
小
）
▽
県
土
地
改
良
事
業
団
体
通
常
総
会

本
会
議
（
最
終
日 

追
加
議
案
10
件
ほ
か
）
▽
河
川
事
務
所
要
望
　
▽
統
計
調
査
員
表
彰
伝
達
　
▽
本
検
査

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会
　
▽
学
校
管
理
職
送
別
会

泊
野
観
光
た
け
の
こ
園
開
園
式

町
振
興
計
画
審
議
会
　
▽
町
農
業
振
興
対
策
協
議
会
　
▽
地
域
安
全
モ
ニ
タ
ー
全
体
研
修
会

本
検
査
（
地
籍
）
　
▽
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
放
送
収
録
（
４
月
２
日
放
送
分
）
　
▽
地
域
を
語
る
異
業
種
交
流
会

商
工
業
後
継
者
祝
金
伝
達
式
　
▽
さ
つ
ま
土
地
改
良
区
総
代
会

退
職
者
辞
令
交
付
式
　
▽
九
州
電
力
㈱
川
内
営
業
所
長
へ
の
申
入
書
伝
達

町
内
企
業
経
営
者
と
の
意
見
交
換
会

町長交際費執行状況(３月分)

がんばろう日本！
一日も早い復興を

　この度の、東日本大震災の

義援金として、多くの町民の

皆様や公民会等から多額の義

援金をいただきました。

　現在までに、役場本庁及び

両支所の義援金箱が

5,489,022円（4.27現在）、社会

福祉協議会分が7,310,533円

（4.27現在）の義援金をいた

だいております。これらの義

援金は、日本赤十字社鹿児島

県支部を通じて被災地へ送金

されます。

　これに加え、町の平成22年

度予算から1,000万円、町議

会議員から10万円、町職員等

から210万円の合計1,220万円

を全国町村会を通じて送金し

ました。

　被災地の一日も早い復興を

お祈りいたします。



※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

1歳で～す
毎月１番最初に
　生まれた赤ちゃん

平成２２年５月１日生

くん

い っ せ いそとかわうち

外川内壱誠

ホープタウン 公民会

両親から一言

父　真　吾　さん

母　恵美子　さん

元気で

すくすく育ってね！

３
月
16
日
～
４
月
15
日
届
出
分
（
14
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

３
月
16
日
～
４
月
15
日
届
出
分
（
29
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

こんにちは保健師ですこんにちは保健師ですこんにちは保健師です 健康さつま21 

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

22広報さつま23 広報さつま

　特定健診・各種がん検診が５月からはじまります。特定健診で自分のからだの状態を確認し、この１年を

健康で送るためのからだメンテナンスをしませんか。

　今まで積み上げてきた、生活習慣を変えようと思ってもなかなか難しいものですが、健診をきっかけに自

分の生活習慣をふり返りご自身の健康について考えてみましょう。

　自覚症状はないけど？

「健診でひっかかっちゃった。なんの自覚症状もないんだけどなぁ」でも、健診データによると、すでにか

らだには変化が起きています。その原因は日頃の生活習慣。からだを動かして消費するエネルギーより、食

べて摂取するエネルギーが多くなっていませんか？とりすぎたエネルギーは、脂肪となって蓄えられます。

エネルギー収支バランスがくずれると中性脂肪が体内に蓄積します。中性脂肪が各組織にたまると脂肪肝・

肝機能の悪化・体脂肪率の上昇・腹囲の増加等がみられます。血液もドロドロ、血管も痛みます。

内臓脂肪の蓄積に加えて、高血圧・高血糖・脂質異常があると、脳卒中や心筋梗塞になるリスクが約３６倍

に跳ね上がります。ただ、内臓脂肪は、つきやすく、減らしやすいという特徴があります。内臓脂肪を減ら

せば、跳ね上がったリスクは下がります。健診でからだの変化に気づいたら、からだが発している信号をキ

ャッチし、無理せずにできる事をみつけてみませんか。

～からだからの中で起きている変化を健診で確かめよう～（生活習慣病予防）

町
社
会
福
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協
議
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フ
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地デジの準備はお済ですか？
アナログ放送終了まであとわずか！

デジサポ鹿児島
099（833）2020

総務省
地デジチューナー
支援センター

役場 企画課
地域振興係(内線2223)

0570-033840

地デジに関する

幾
留
　
辰
雄
　
84
　
市
場

福
丸
　
文
明
　
64
　
弓
之
尾

四
枝
　
伸
一
　
93
　
屋
地
馬
場

池
之
野
　
勇
　
75
　
池
之
野

中
島
　
三
郎
　
80
　
金
山

松
下
ツ
ユ
子
　
76
　
上
中
福
良

下
境
田
ク
ニ
　
97
　
上
狩
宿

山
口
　
　
優
　
58
　
湯
田
原

有
川
　
重
喜
　
84
　
大
薄
下

田
畑
カ
ヅ
エ
　
85
　
草
田

宮
脇
　
隆
藏
　
80
　
下
中
福
良

南
　
　
キ
ミ
　
96
　
上
向
中

小
森
タ
マ
エ
　
89
　
下
手
　

西
別
府
ス
ミ
子
　
76
　
上
川
口

小
永
田
正
博
　
77
　
鶴
田
大
角

　
野
ヒ
サ
子
　
74
　
ほ
の
ぼ
の
苑

南
　
ミ
ツ
子
　
85
　
駒
ヶ
段

重
信
ア
キ
ヱ
　
92
　
南
川

泊野女性林産グループ

　
泊
野
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
中
で
、
慌
し
く
料
理
が
盛
ら

れ
て
い
き
ま
す
。
外
で
は
大
勢

の
「
泊
野
観
光
た
け
の
こ
園
」

の
参
加
者
が
開
始
を
今
か
今
か

と
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　
泊
野
女
性
林
産
グ
ル
ー
プ
は

現
在
会
員
17
人
で
活
動
。

　
主
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
心

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
町
外
か
ら
の
参
加
者
が
多
い

イ
ベ
ン
ト
な
の
で
、
地
元
の
素

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
田
舎

料
理
は
と
て
も
好
評
で
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
泊
野

区
公
民
館
の
久
木
野
館
長
は

「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
泊
野
区
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
、

み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場

で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
が
、
陰
で
支
え
て
く
れ
る
女

性
グ
ル
ー
プ
の
存
在
が
無
く
て

は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
」
と
感
謝
の
言
葉
を
話

さ
れ
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
以
外
で
は
、
食
の

伝
承
と
し
て
、
だ
ん
ご
汁
や
ガ

ネ
な
ど
昔
な
が
ら
の
郷
土
料
理

を
地
元
泊
野
小
児
童
と
一
緒
に

つ
く
っ
た
り
、
研
修
旅
行
な
ど

も
実
施
さ
れ
会
員
の
融
和
を
図

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

「
き
ら
ら
の
里
」
で
澄
ん
だ
水

と
空
気
と
お
い
し
い
郷
土
料
理

を
堪
能
し
た
参
加
者
は
身
も
心

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
た
よ
う

で
し
た
。

代表者　松下京子さん

19年前にこのイベントを機に発足
したグループですが、地元の理解
があって活動ができることに感謝
しています。高齢化という悩みも
ありますが、豊富な地元の素材を
使った料理をこれからも提供して
いきたいと思います。

６次産業化を推進！新コーナー

農産加工グループ紹介①

イベント「泊野観光たけのこ園」を

陰で支える縁の下の力持ち

お問い合わせ先
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■

一
部

あ
た

り
単

価
４

８
円

（
税

込
）

　８日　青空薬局　　　　５２－０１０１

１５日　さし薬局　　　　２１－３６１０

２２日　うさぎ薬局　　　５２－４１１６

２９日　ヘルシー薬局　　２１－３７３９

　５日　ウチ薬局　　 　 ５３－００６３

１２日　青空薬局　　　　５２－０１０１

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　23,855人（- 193人） 

　男　　10,984人（- 111人）

　女　　12,871人（-  82人）

    世帯数　9,884世帯

 転入   136人　転出   297人

 出生　  10人　死亡   42人

 （平成23年4月１日現在）

     （　）は前月対比

　８日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

１５日　てらだ内科ｸﾘﾆｯｸ　　 ２１－３２３２

２２日　相良医院　　　　　　５３－０１６０

２９日　溝口整形外科　　　　５２－４６６８

　５日　林田内科　　　　　　５３－１１７７

１２日　薩摩郡医師会病院 　５３－０３２６

す な こ だ う ら ら

砂子田　麗 さん

いろいろな犬とふれあいたい！
わたしの夢は、トリマーになることです。５年生の時、見

ていたテレビ番組で、犬のさんぱつをしたり、体を洗った

りする仕事を知りました。その様子を見ていて、大きくな

ったら、わたしもトリマーになりたいと思うようになりま

した。わたしは、今、犬を飼っています。わたしにあまえ

てくる犬と過ごす時間は、何よりも楽しい時間です。いろ

いろな犬とふれあい、お世話できるトリマーになれるよう

に努力していきたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

５　月

６　月

５　月

６　月

紫尾小学校６年

※ 犬・猫などの毛を刈り整える職業の人

※
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